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件名を「11/11フォーラム申込み」とし、次の事項を記入のうえ、
メールまたは Faxでお申し込みください。
下の QR コードよりメールを作成できます。

お申し込み後、担当から申込受付けの連絡をいたしますので、
その連絡をもって申込完了となります。（定員100名）

記入項目
・氏名（ふりがな）  ・年齢  ・職業
・連絡先（メールアドレスまたは Fax番号）

大阪大学中之島センター 5階 講義室507

お申し込み方法お申し込み先・お問い合わせ先

詳細

兵庫教育大学学務課連合大学院チーム

自然災害による開催中止等は、上記ページに掲載いたします。

〒673-1494 兵庫県加東市下久米 942-1
Tel:0795-44-2068 Fax:0795-44-2269
Mail:office-rendai-r@hyogo-u.ac.jp

http://www.office.hyogo-u.ac.jp/jgs/forum/2018/45

兵庫教育大学 上越教育大学 鳴門教育大学岡山大学

14:30～16:00（受付 14:00～）

　「真正の学び」がキーワードになったのは、私の知る限り、状況的学習論が盛んになった1990 年前後のこと
であったと思う。この立場からは、学校教育が社会的実践から離れた学校での振る舞いや知識を形成していると
して厳しく批判された。かといって、社会における真正の文化的共同体への参加をそのまま適用しても、現代社
会における学校教育の機能を建設的に論ずることはできない。
　『開かれた学びへの出発』（市川 ,1998）は、状況論からの学校知批判を再批判しつつも、学校教育という場
所、期間、内容をいかに社会に開かれたものにしていくか、という実践を踏まえた試案であった。その後、20
年が経過し、『学ぶ意欲とスキルを育てる』（市川 , 2004）を経て、２度の学習指導要領改訂（2008, 2017) 
にどうつながっていったかを概観していく。

「真正の学び」からの批判と
「真正の学び」への批判
～『開かれた学びへの出発』からの２０年～

第45回テーマ

と　き

ところ

ゲストスピーカー

参加費
無 料


